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甲賀市橋梁長寿命化修繕計画 
１ 長寿命化修繕計画更新の背景と目的 

本市は、令和４年 3月現在、660橋の橋梁を管理しており、これまでに定期点検を実施してきました。 

本市が管理する660橋のうち、令和３年度末時点で50年以上経過している橋梁が344橋（約52％）

なのに対し、20年後には 589 橋（約 89％）と急激に増加します。 

これらの高齢化を迎える橋梁群に対して、従来の「事後保全型」の維持管理を行った場合、橋梁の修

繕および架替えに要する費用が増大することが懸念されます。 

コスト縮減のためには、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う「予防保全型」の維持管理へと転

換し、橋梁の長寿命化を図ることが必要となります。 

そこで本市では、将来的な財政負担の軽減および道路交通の安全性の確保を図るため、橋梁長寿命化

修繕計画を策定します。 
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２. 橋梁長寿命化修繕計画の策定方針～現状と課題を踏まえた基本方針～ 

本市の現状から課題を抽出し、課題解決につながる基本方針を決定しました。 

この方針に基づき長寿命化修繕計画を策定し、計画的な維持管理を実行していきます。 

 

施設の特性を踏まえた 

実効性の高い計画の策定 

維持管理の実情を踏まえた 

実現性の高い計画の策定 

計画を運用し続ける 

継続的な管理体制の構築 

◆診断結果を踏まえた適切な対策検討 

◆予防措置の実施 

◆長寿命化の工夫による平準化 

◆重要度を考慮した管理手法の検討 

◆ネットワーク性に応じた優先度評価の設定 

◆計画実現に向けた必要予算の設定 

◆効率的な耐震補強計画の立案 

◆データ管理方法の検討 

◆職員が円滑に維持管理できる計画策定 

◆技術継承に繋がる計画運用の構築 

基本方針 取組メニュー 
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３. 長寿命化修繕計画の内容 

（１）計画対象施設 

長寿命化修繕計画の対象となる施設は、本市が令和４年 3 月現在で管理している全ての道路橋

660 橋となります。 

 

（２）計画期間 

点検頻度やその他の道路施設の計画期間を考えて、10 年間の計画を策定しています。 

将来展望に関わる中長期の計画では、今後発生する更新時期を見据えて50 年間としています。 

 

（３）優先度評価の考え方 

計画では、限られた予算で効果的な対策を実施するため、健全性の低いものを最優先とし、更に

周辺環境や路線の位置付け等を踏まえ、市民に与える影響の大きい橋梁から優先に修繕を実施しま

す。 

 

 

（４）個別施設の状態等 

これまでの点検によって診断された橋梁の健全性と橋梁の重要度が高く対策を優先的に進めるた

めに必要となる指標をまとめています。 

 

（５）対策内容と実施時期 

今後 10年間で対策を実施する橋梁の対策内容と対策時期を整理しています。 
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表 優先順位上位 60橋 個別施設の状態等（1/2） 
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表 優先順位上位 60橋 個別施設の状態等（2/2） 
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（６）対策費用 

長寿命化修繕計画を実施することによる今後 10 年間の対策費用と 50 年間でのコスト縮減効果

を整理しています。長寿命化修繕計画に基づく予防保全型の管理を実行した場合、事後保全型の管

理の場合に比べて、50 年間で約 130 億円のコスト縮減効果が期待できます。 

 
表 10 年間の短期事業計画費用 

種別 
2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 2026 年 2027 年 2028 年 2029 年 2030 年 2031 年 

10 年合計 
１年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 7 年目 8 年目 9 年目 10年目 

設計費 0 21 98 67 87 72 46 44 55 0 490 

修繕費 

（工事費） 
0 76 68 178 127 290 240 89 91 183 1,341 

更新費 200 200 200 0 0 0 0 0 0 0 600 

点検費 40 55 26 30 28 40 55 26 30 28 358 

合計 240 351 393 275 241 403 340 159 176 211 2,789 
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約 130 億円 

のコスト縮減効果 
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（７）今後の維持管理 

①集約化・撤去 

 令和 8 年度までに、管理する橋梁 660 橋のうち、25 橋程度を対象に、橋梁の集約化・撤去、

通行を歩行者に限定するなどの機能縮小について検討することを目標とします。 

 

②新技術等の活用 

 定期点検及び修繕工事等の効率化や省力化などを図るために新技術等の活用について検討しま

す。 

 令和 8年度までの 5年間における定期点検及び修繕工事にて、全ての橋梁で新技術の活用を含

めた比較検討を行い、2割程度の橋梁で新技術を活用することを目指します。 

 

③費用縮減 

 過去の定期点検で橋梁点検車等を使用した橋梁（88 橋）及び桁下面への進入が困難な橋梁（28

橋）を対象に、新技術の活用を検討し、令和 8年度までの 5年間で対象橋梁の点検費用を約 3

割縮減することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見を頂いた有識者（長寿命化修繕計画検討） 

 

甲賀市の長寿命化修繕計画策定にあたり、 

立命館大学 環境都市工学科 

野阪 克義 教授 

よりご意見を頂きました。 

 


